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　　　　CO2をP管に吸牧せしむれば、　P管の色調の攣化によりてPH債の低下度は簡翠に測定すること

　　　　が出來るo

　　　　　鯛欄兇はなるべくその蓮蹴劇iiける爲めに瀦腿を秤つたものを金撒牧めて雌・
　　　　に入れる。

　　　　　斯くの如くして實瞼した放績の一部を示すと次の通りである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（材料）　昭和六年度春獄期　圃翻3ヒ九脱

　　　　　　鞭　澱榴瀞2騰の蟹゜㌔体澱欄
　　　　　　　｛雛（鵬：8に含：998：8熱、fgr）轡

’　2°eG｛綴翻；：89二；1：ll　8：8s899，｝・…苦欝・

　　　　　　・5°・｛髭灘§gz：88：｝9：9，98：器％8｝…噌欝・

　　　　　　エo°o　　I髭　遜葦　歪震i　謹1～　　　3：89　　　二；　　　含：慧言　　　　8：8菖謹ll9｝　　13，1　　　　苦ぎ…璽『豊｛～日

　　　Ullち前表の結果を見ると例へば23°Cの乾燥麗で20分闇にPH7，00からPH6．85迄低下し潅こと

　　　になるから同時聞内に低下したPH債の差によつて略比較試瞼には役立つととになるが、’藩し實

　　　際溶入されたCO逮酬鵬合1こ購め・P水と同一澱（之ぼ0．0・Cが便利）の婁合のCO、

　　　飽和・ゆP聴酬定Lteき之を1鰍一淀幽噺概行きその濃度醐旅してPH儂酬定
　　　　し・左表の如きものを作製しておけば前表の算定CO2魁を記入し之を生体最で除すれば軍位生

　　　体量からのCO2呼出量を算出することが出來る。左表はや工杜撰なものであるが御参考迄に記

　　　しておくことSする。

　　　　　　O・OeC・テ水100・・…溶ケタCO、量（gr）　PH便
　　　　　　　．　　　　　　　　　0．3347　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4。50

　　　　　　　　　　　　　　0．1689　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．65

　　　　　　　　　　　　　　0．1116　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．00

　　　　　　　　　　　　　　0．0837　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．10

　　　　　　　　　　　　　　0．0669　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．20

　　　　　　　　　　　　　　0．0608　　’　　　　　　　　　　　　　　　6．30

　　　　　　　　　　　　　　0．0534　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6，40

　　　　　　　　　　　　　　0．0400　　　　　　　　　　　　　　　　　6．50

　　　　　　　　　　　　　　0．0267　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．6．60

　　　　　　　　　　　　　0．0134　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6，70

　　　　　　　　　　　　　0．0067　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6，80

　　　　　　　　　　　　　0．0020　　　　　　　　　　　　　　　　　6．90

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Apヱi1　30，1932）

Celloidin包痙法の速成に就て

　從懸切片標本の製作に於てはそのブ・ックを作るのtc　sへ少なくとも三日聞位は要したので

あるが・最近A・F・HernGnw．xy氏は植物の新鮮材料をCelloidinゐaeetone溶液によつて

極めて速にプロツクに仕上げる事を獲表された。　しかしとれは民較的固定液の浸漸が容易な

新鮮材料にのみ適用し得るものである。同氏の實験によればHedera　helix（カツラの一種）、

Ol…ur・P・・（オリーブノキ）、等の葉漱就辮附料よリセクシ・ンしてB・1・amに封す

るまでに要せし時間は僅に50分であつた。この方法に於て特徴とする厨は、材料を圃定液に投



go　　　　　ifX　縣　蟻　雑　誌　　　　悌五巻
入せし後その糊納の獅繊取つて低腫ゆも旅団定を完了せしむる寄募である・しか胴氏

の實験に於ては，胴吐つた切／　・は鱗伽瀕捌ヒ謀賄の色歓ふと云ふ檬網事は無かつ

た。　　　　　　　　k
　かくの如く短時閥内に行は矛Lて、藥液の浸潤不完全な傷合も多いのであるが12h1　Gh位の切片

なれば破壌する事なく、初歩的研究に於ては充分瀬足な結果が得らるSものである。

か賄方法癒糸科學の研究乎段として滲考まで剛1ひて見と，のも無駄でないと腿綱力》

ら、簡服にその方法順序を記して見る。

　て1）　イ労料を珪incl〕以内に切L／・1iill・するo

　（2）次の如き組威を有する固定液中に五分階1侭墜のもとに作用せしむる。
　　i。，、n。li、、6．5・．・．；・・Op・rcent　a1。・h・1100。．・、；91・・i・1・aceti・i・　ci（L　3・…；・91y・e・iiL　5c・G・

　（3）二度水を取り代へて各二分閲水洗o

　（4）　　1）uu’e　ace七〇ne　pi・tに二五fl｝　Wi］　o

（5）・・1L・idi・・の・cet…鰍3％，7％，10％，ユ4％のものに1鰍五分BIJづ倣置す・

（6）最椥，肉池内の・・11・idi・1に蝦す．これを適當a・形醐：麹1して・hl・r・£・rl）’L　LI・’　va投

　　入し充分圃化せる後蔵噺す。

　　　　　U・i。・vsi’ty・f　A・i・・ua　　　　palm・・S七・・1・well

　　　　　　Seience，　vo1．75，　No，1941　　　　　　　　　　Mtu’．11・1932　　　　　　　　（茅塁」Lミ服）

蟋蟀の生殖細胞研究に用ひられたintravitam technicに就いて

W. J. Baumgartner and M. Anthony Payne

（田he　Journal　of　Experimen七al　Zo610gy　Vol．53、　No．3，　May　5，1931）

　細胞の購造は普通の固定及組織増養に依つて多くの人々に依つて研究されてゐるが、此の蜷

蛉の生殖細胞研究1て用ひられた方法は，普通のiil七ravi毛εm1やsupravi七amstain等を爲さすに

研究する方法である。

　先づb！幡蛉をエーテルにて麻醇し、翅を切り、氣門及SI’Ll．門を閉ちな）・様に休の周囲をパラフ

ィンにて固着し、中心に小さな水盤を作り、共の中に堪養液を入れる。

　この培養液は9％のNaCl　20c．c．，1％の無水CaC124c・e・，1％KCI4c・c”ユ0％の葡萄糠溶液o「一　10

c．c，の混合液に水をうすめて200e．c．とし．最後に酸性炭酸ナトリウム0・4GC・を加へて作る。

　而して畢丸を背齎から引き出し小嚢を包む膜を鋭い針にて破り、培養液1勾に出すのである。

増養液は蒸｛獲する故に二焦肇々補i給・しなければならぬっ

　此の方法は互に接燭しあひ、細胞の墜力s酵素、螢餐等が生活休其Qま瓦なるが故に、今迄

になされた研究方法よりも遙かに勝つて居る。顯微鏡に依つて精母細胞、精虫分i裂b域長、攣

形、及び鯉淋の移動や分裂がt’ly擦μ陳る。似中心t・K．核の攣形．精虫の聚合や蓮動も掘察

出來るo　（金澤抄報）

再生絹絲の趨勢
北澤孝一

1　再生絹綜の歴史

絹繊維を再生せんとする企は古く18ε9年猫逸のアウグスブルグにてDr・Flang　Lehuerに


